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ダグラス・ M・レン著，横内憲久監訳

『都市のウォーターフロント開発』

富田 功

（財・港湾労働経済研究所）

1.はしカtき

近年の経済・社会における高度な効率的な発展は．企業経営上．資本・妓術．労働．

及び土地．そして情報の諸要素の有機的結合と．多様なニーズにもとづく消費行動IC

敏感に適応するべく市場開発戦略等をより一層不可欠とさせ．在来市場シェアの維持．

拡大と．新市場の創出．獲得をめぐる競争条件を一段とつよめている。そして．この

ように企業経営をめぐる著しい環境変化が．企業経営方針の転換なり内部組織条件の

変革をより不可避なものとしている乙とも事実である。つまり．経営改革による活性

化ないしは活力の復源化乙そ．今日の企業組織体が第ーに実現しなければならない課

題である。乙の点は．公企業体ICおいても然りである。

とくに．社会資本のなかでも道路等と同様に国と地方公共団体が各々整備主体となっ

ている港湾においては．制度的な公共規制等との関連のゆえに管理．運営の活性化が

重要な課題として提起されている乙とは周知のとおりである。従来は主として，港湾

管理．運営構造なり港湾開発の態勢等をめぐる非近代性．非能率性の側面から問題提

起されてきた傾向にあるが．今日では．そうした関連性を含めてウォーターフロン卜

に関する開発態勢等が経済，社会のなかで基本的IC問題視されてきていると恩われる。

乙乙でとりあげる本書『都市のウォーターフロン卜開発』 （原書名 UrbanWater-

front Development）は．わが国港湾の水際線にかかわる問題所在なり．乙れを解決す

るための方策．課題等を考えるうえですぐれて有効な手がかりを与えてくれている。そ

うした意味でも．本書の刊行の意義は社会的にきわめて大きいと考える。
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2.本書の犠成と特色

本書の刊行の意図が『土地利用と開発における民間と公共の利益という地域社会全般

に役立つ．優れた開発を促進させようという.UL I C都市土地協会ーーー紹介者注）の

最も重要な目的に結びつけるよう意図している。』 （序文）とされているように，本書

の構成も乙れに即するよう下記のように4部20節から成っている。各部i乙は図表と写真

が設けられており．とりわけ写真Kよるウォーターフロントの開発状況等の説明は．単

IC北米諸都市のウォーターフロントそれ自体だけにとどまらず．それをめぐる開発の全

貌 （写真によってはその一部分の箇所のと乙ろもある）を立体的に浮き彫りに してお

り．読者の視覚的理解にも大いに役立つ．きわめて有意義な構成手法といえよう。

I.歴史的展望

都市開発におけるウォーターフロン トの役割

都市のウォーターフロン卜の発展

II.都市のウォーターフロン卜の特性

地理的な位置

アーノミン・コンテクス卜

行政による管轄

III.ケーススタディ
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IV. 開発論争と動向

開発論争

大規模開発の教訓

開発の動向

著者ダグラス・M・レン（DouglasM. Wrenn）は．土地利用及び都市関発の質と

水準とを高める目的で’36年に組織された非営利の研究・教育機関であるtheUrban 

Land Institute （都市土地協会）の会友で．プランナーでもある。監訳者機内憲久氏

は日本大学理工学部海洋建築工学科助耕受．王朝専士で．主要著書として『隅田川レポー

ト』 （鹿島出版会）， fウォーターフロント』 （向上）等を上梓されている。そして翻

訳グループとして，横内研究室桜井慎一氏（同学部助手）他6名が担当されている。

著者の研究視点、は．ウォーターフロン卜における複合的土地利用の合理性とウォーター

フロント開発におけるアメニティの追求にあると考える。

その研究方法は．第l部では．北米諸都市の歴史的発展過程のなかでウォーターフロ

ン卜がどのような役割を果たすとともに．港湾開発はどのように展開され．そして今日．

ウォーターフロン卜の機能がどのように位置づけられているのかを展望している。そ乙

では．北米の東．西両海岸及び中西部諸都市の開発．発展過程で原点となったのは．ま

さしくウォーターフロントであり，その点の歴史的認識なくして今日の都市における

ウォーターフロン卜の再活性化等の問題は論じられないと思われる。乙の点，今日都市

のウォーターフロン卜問題の必然的諸条件の多くは．その歴史的分析の「作業」を通し

て認識．理解されうるのではなし、かと考える。たとえば．著者は次のように指摘してい

る． 『現在のウォーターフロント開発に関連してくる影響とか制約の多くは，過去の歴

史のなかで起乙っていた変化IC起因しているからであるJ (p.17）と。

しかも今日のように，多様な発展方向が予測される経済，社会のなかで都市のウォー

ターフロン卜K課せられる機能も決して一様ではなく．都市のおかれた諸条件．諸要因

等の相異lとより．むしろそれには複雑・多様性がより増し加わると思われる。乙の点は．

たとえば『港湾都市の過去の経験K基づけば，都市のウォーターフロントは今後も変化

し続けるという乙とは明らかである。』 (p.29）とされている乙とからも十分うかがわ

れるであろう。
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第H部では．冒頭IL.著者はウォーターフロン卜を定義づけている．『都市のウォ ーター

フロントは．陸域と水域とが融合した地域と定義され． 北米の各都市IC類似点と相違点

があるようIC.ウォーターフロン卜も各々際立つた個性を持っている。－－－ 「都市のウォ

ーターフロント」という言葉は．一般に．ボストン．ニューオリンズ．ボノレティモア．

サンディエコ＼シアトノレといった大都市圏の港湾地域を指し示すのに用いるが．その他

IC.活気ある港を備えた小さな リゾートタウンや．漁村．あるいは可航水路沿いに位置

する中崩莫の工業都市にも適用する。』とされている（p.31）。そして将来．たとえ都市

のウォーターフロン 卜が変化し続けるとしても．その再開発計画なり． 『再利用計画』

(p.28）が最終的に成功するか否かは．ウォーターフロントの定性分析と，その計画の

整合性に依存すると乙ろが大きいと指摘されている（p.31)。ζの場合．著者が重要な

要因と考えるのは次の三つである（p.31）一一①ウォーターフロン卜の地理的位置．②

アーバン・ コンスクスト（都市とそのウォーターフロン 卜の間の関係や連環などといっ

た独特な結び、っきの状態を表わす。 p.39～p.40）＇③行政の管轄領域．とされている。

①については．水資源一一水域の大きさと形状．水の動き及び水質（p.32），土地資

源一一土地の総量．形状，状態及び所有権（p.36）一一，気候IC関する特性．②につい

ては，土地と水域の利用方法，それらの利用者．歴史的・文化的資源．アクセスと循環．

視覚的な特質など（p.40）.そして①については，連邦政府．州政府．及び地方自治体．

及び港湾整備公社（ポート・オーソリティー）とのそれぞれの関連性，とされており．

著者はζれらの要素を判断基準としてウォーターフロン卜の特性を分析する乙とが重要

であると詳述している。乙乙では，プランナーとして著者のウォーターフロントをみる

「限」と，それを分析していくロジyクの構成力等にはつよく惹きつけられると同時IC,

教示されると乙ろがきわめて大きいといえよう。

第3部では，マサチューセッツ州及びコネチカット州の各2都市と．オンタリオ．

ズーリ，メリーランド，オレゴーン，カリフォノレニア．ブリティッシュコロンビア．及び

ワシン卜ン各州l都市の開発事業を事例研究として取り上げ．その選定理由は． 『すべ

て北米における都市のウォーターフロント開発を代表するようなもの』 (p.55). 『大

都市地蛾で展開されている大規模なウォーターフロン卜開発計画と，中規模の都市地域

で行われている開発規模のかなり小さなもの』 (p.55）とされている。乙の第3部は本

書の中枢部を占めている箇所であり．乙乙では．主として調査手法一ーその都市の歴史
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的経緯，ウォーターフロン卜の（再）開発計画及び（再）開発戦略．そして得られた経

験（教訓）等が共通の調査事項のようであるーーを駆使して各都市のウォーターフロン

トの特色を浮き彫りにするとともに．それらの共通点，類似点及び相異点を検討する乙

とがその主たる目的と考える。乙の箇所で著者の最も大きな関心事は，各都市のウォー

ターフロン卜の再開発事業をめぐって民間投資家なり．デベロッパーの出現状況と，そ

れを行政上管轄する前肪自治体の組織体制，そして地方自治体と連邦及び州政府との役

割分担等をより一層明確にし，今日のウォーターフロントの再開発事業の「ど乙にJ.

「どのような問題がJ,「どうして所在しているのか」を鍬密に分析するとともに，そ

れが成功している要因を解明する点にあると思われる。たとえば事例研究によると，オ

ンタ リオ州トロント地区のハーパーフロントは『トロ ント市民K対して決して良い印象

を与えておらず．また．水辺自体もウォーターフロント中心地区への人々を呼び戻すほ

どに強力なアメニティ資源ではなかった。』 (p.61)，マサチューセッツ州ボス卜地区の

ユニオンワーフでは， 『乙の地域のもつ特質のすべてが開発を支授するようなものばか

りで・はなかった。一…ーまた，都市のウォーターフロ ントは市民に開放されておらず，

魅力的でもなく，しかも計画地域は更地になっておらず再開発の機会にすぐ対応できる

状態でもなかった。』 (p.79）等，そして．ミズーリ州セントルイス地区のラクリーズ

ランデイングでは．『乙の計画の成功IL貢献している最も重要な要因のlつは，再開発

組合の共同所有権と開発に対する協力的な態度であり， ζれは現在も続いている。』（p.

107），メリーランド州ボルティモア地区のインナーハーパーでは， 『民間企業による早

期からの支援と，開発を奨励した市当局の確固たる関与は．インナーハーパ一地区の再

開発にとって根本的な要素であり，乙の意味で官民協力は成功への鍵であった。』 (p. 

125）等である。

そして第4部では，将来．都市のウォーターフロントが有意義な役割を果たしていく

ためには．著者は．乙れを地域社会の公共資源．あるいは特別な扱いを必要とする独特

な都市資源、（p.195～p.196）として管理．運営し．そうしたウォーターフロン卜の位

置づけのもとで，開発事業をめぐって基本的問題を引き起乙す諸要因一一ー規制と許可，

ウォーターフロン 卜の適正利用，公共アクセス．及。；市民参加（p.193）ーーの功罪，

効果等を十分検討する乙とが重要，かっ不可欠とされている。乙の箇所での著者の基本

的な考え方は，ウォーターフロントの再開発事業の実施に際して，地方自治体が不必要
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な規制．手続き等をできうる限り撤廃していくとともに．民間デベロッパーの開発行為

開発計画を無制限に拘束するのではなく十分尊重，理解し．かっ弾力的IC推進しうる対

策等も考慮に入れて公共主導型の政策をとる方がのぞましいとされている。つまりそう

した政策の方が．ウォーターフロントの開発戦略なり管理戦略上より効果的であり，公

共アクセス．市民参力［痔の問題で双方の利害得失をめぐる摩擦なり無原則的長期化傾向

をより回避しやすいであろう ．という著者の予測判断に基つくと恩われる。

3.あとがき 一一本書に評価にかえて一一

本書が北米諸都市のウォーターフロン 卜問題のみならず広く港湾再開発問題を考える

うえで基本的な視点を提示するとともに．各都市の歴史的発展過程のなかでその再開発

計画の必要的方向性を明示している乙と．そしてζの場合のロジックがきわめて明篠

で説得力に富み．また利害得失をめぐる検討．分析では．著者のバランス感覚の優れた

手法．桝E等が注目される。

本書の翻訳は．上述してきた意味等の関連でいうならば．相当に 「洗練されたJ訳業

であったと評価しうるであろう。

そして．「監訳」の意義も．監訳者の以下の指摘があれば乙そ社会的に十分評価され

うると考える。 『わが国のウォーターフロン 卜開発においても．そのウォーターフロン

トの歴史性，ポテンシャノレの程度，適正な開発規模，導入機能・施設の意義づけ．ー監視

体制．官民一体となったコンセンス等．都市とそのウォーターフロン 卜を総合的に捉え

なければならないといった本書を貫いている開発の精神を学びとる乙とが極めて重要で

ある。』

本蓄による都市のウォーターフロン 卜の位置づけと．その開発戦略をめぐるロジyク

なり.21世紀へ向けて港湾都市の合理的な発展方向への示唆等は．本蓄を貴重な文献と

して評価するに十分値すると考える。

（発行所鹿島出版会，昭和61年9月， 220ページ．定価3,600円）


